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蘭画荘園飽こ職こナ＝⊃し丁てニ  
01Ⅶ切削＝ ≡裏表工しL田儀吾  

01罰∝鋸大節約大葛岡謝申   

3．蜘ラフ   
鯛静空き姉づ窃防掩通過しこそのレートか映定  

される喝配旨ラインカ滴朗‾る点爛瑠偉  
。醐るた鵬評‡囁こ洩て考えも  
（2瀾孫クラフを配管ライ児戯感名聞諺ヨ重岡するに  

当たり，配管ライン他㈹帥匪斬謝るものとす  
る又弛こ長さを郷間犠虻すあそ職韓  

及び班の長さ勧妙静瀞も  

脚嘲  

プラント醐pV破調の  
垂亡せすも   

pv＝＝（ⅩⅤ，yV，ZV）＝（ⅩGi．yGl．ZGi）（4）  
（直脚眈痕さ胡  
11＝lxlj－Ⅹijけ暮y‖－y可け十紬－Zほl  

（5）  

酔和  

隣酬報としび現耶荊松3r∈示した群覗姦持った部  

㈲褒した，或る方向頂彗ラインカ邁び毒御旗向  
相隣接する直方棒と爛きさか翫慧ラインの宣  

径を通過させるに充分な笹蓮がおるかどうかめ馳なも  

共轍潮猷紳腫穀定し証慧ライ：カ領退出  
来るかどうか碑産額子う。部浄財舐   

Fd⇒肌n（td－rdm。Ⅱ－rhtl－rlm。Ⅹ－r臥t2－「餌8Ⅹて，I（6）  
ここに td：酬紅痕さ  

tl：隣抑痕さ t2：隣組最  
r。m。m：隣鰍璃饗す宅斎慧ライ胸  

rlm。Ⅹ：関知浜辺出瀞胡讃汚イ溜沖  
の最大彗半澤  

r加n文：隣組細る酉遅行イン辺神  
棚笹  

r，：脚饗   

4．脚酷   

靡潮僚イニ虎髄投されn、櫛漱に1  
櫛イン葛知鯛静こして始勃、ら柩点まで引く  
問諺こついて考えも  

①瀞慧ラインに干渉しなしも  

②ライ爛袖装さを刷蕗こすも  

喧曲がりを鮎鶴  

隣接関係クラフに3項桝l脚L在慧ライン  

ライ戯紗ラフ軌その  

クラフ6コ1廟融通剛ス間断腑盗行う。以同所靡法  
を用いた輌娃の年l配例こついて掴明する。  

1．はじ鋤こ   

プラント配髭箸忙ADの数理モ芳明こ諷¶こ青笹群び  

前々回で草陰した即切菅ラインの形状及乙願娃申亡、  
とし紛い功免配軒邑取り巻くプラント抑  
定麹和増野妃府道汚インと爛ヒしモデル化  

しね牒桓＝弥控間0；朋敵言う）噸孫  
を表現した3爛汐ラフ，斑隆抽選づく酉∈管ラ  
イン嘲医した，今回懲窃鴎闘生  
壁する間遠即ちルート途とひレートの－一朝紗覇接する問窃  

爛こ訊嘱すあ  

2．基本駄   
轍鮒巧ン帽慧搭忙A脚嫁  

以何棟跳  

随義1〕プラント配鼓賂忙AD統抑レ：W   

W墓（P．E，V F，VAV8VcVn  

VnV、Ⅴ。Ⅴ丘Ⅴ。Ⅴ－．Ⅴ＆Vh）（1）  
ここで   

P，E ：金配旨ライン頗紅塵合   
Ⅴ   ：開脚演台   
F   ：簡鑓棚演台   
VA～VD：配旨ライン辺と直搬僻敵   
Ⅴ。～Vh：証慧ライ傭と直樅僻散  
荘義 2〕敵側ラフ：G  

鰍は酉讃汚イン辺乳癌飽こよりプラント空間  
カち薄障れ討J唾間を言う。  
形拇脚の6・爛面£巧ント掛Ⅹ℃  
YZ及びZ凋紅い刑場暗軒託する。   
プラント配静忙AD各組Tこ戊軌随コデ朋胴完  

金摘酢オると，雅劉繋除こ敬Z威力をす  
る斡こなも例刻ま配薪駈庁捗チェック酔顔  

索粁勤轡プ兆   
更に システム化細レづインク切噴勧化をも考  

慮すぞ凋急戯駒こ滋解こなる功酬関  

節滴るそ嘲耶幡匪クラフ楓Tこ表現しねこの隣  

梯郡紗ラフはCADモカ爛する抑洛ぁこの  
隣弟嗣汐ラフを醐瀞も   

脚クラフ〕  
G＝（PⅥEv）  （2）  

Pv：個々嚇節点（node）の契合  
Ev：名直棚弧（edge）の集会   

又隣醐こするため Gvの弧E，凝棚部  
分奨金の直和て表現する。  

Ev＝Ex＋UEx＿UEY．UEY＿UEz十UEz＿ （3）   
ここに Ex．：凋由湧向灘する開脚津金  

Ex∴Ⅹ紬一方一節瀾する開脚集会  
以下EY．～EトはY軸 Z如妨同郷推津金  
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STEP－1：榔紅前脚妃降れと隣妾  
関系こあ雅邦掩薗凡即剰屋  

構宝物と重なりのあ胡酢蛸l除する  

と同時こ賓硝l除註帥虹鱒抑こある宣  

放瀾旺肖I除すも  
STEP－2：半荘関蜘こよ舶晩既没  

配鰍据面  

毎割算し負又は0であれ醐握関  
備脚l除すも  

STEP－3：SrW棚フi藩ゴき隣妾  
直御節l観直㈱立  
静ま4拭職種苛日経は5辟軌て球め  

る。  

STEP－4：隣裏道瀬林間紺膏（＆こ基づきrf廃却こたり  

始汽軸、瑚節点まで嚇戎めも  
例誘とい周一1I封ようなS′劫、らE点まで瀾各  

を醐えも但し Ll噸を60cm L2の  
直茎を20cm輌を60cmとすも  ア八．   

lヨー3  

脚瀬出   

聞離d＝の3車腑   
dijW＝Ⅹ，・一軍i．di∫＆）＝yJ－ylT   
d＝（z）＝Zj－Zi．   

聞離djlの3車柵   
dilu＝Ⅹk－’Ⅹi・dj一也）・yt 

djk（z）＝Zl－Zj．   
次項棚墳年増会そ嘲脚鍬こ載勧〈  

生じn、る事こなも  
dljh）‡dJtW＜0 0r d‖（y）＊djkb）＜0  

0r dlj（z）‡djt（z）＜0  

脛刺椛B   

垂揚が生じn＼る部矧こ九’Ⅷ重複しn、る長さ妻十  
算し直脚韻齢、ら差ulく率により椛Ⅰ連行う。  
図－2のCASE－2の暢会鮒まx軸とy軸の両方  

l頚姓すもこの削除し′頚紳レートを図  

－3に示九こ（萌葱Ⅰ瑚の／レートが附こ正しいルー  

トであると榔艮らなしも†秋舅卦3磯x車妨向  

の動拓補正した結果 y紬こ沿う部類憫イ  
ンと二柁め喫生する頑健掛怯も   

錮在日傑・言傾には＿上述した掃こ2肝  
在舛ゝ最短塔傾柁求炒こ／レート喝変らなし寸和辻  

変ってしまう補正とてあも変ってしまう補排熱灘虹閉  

場各み一彿頚祝拐ぉし爛I静間謹としr  
取り扱う。  
文献  

（1坪成6年昏醐盛会アブストラクト集  

（2職6朋アブストラクト集  
（3職7年醇紆既発毎会アブストラクト集  

図－1辟読経1算己カレ  

巾軸こよ蚕寸辞職鰯ガ虹滴り。  
・靡悪路その1pvl⊥ナpY2→pYlO→pYll→pY4  

p 
． 

・最短路として2づ祈；田‾るが曲がりの個数はその1が3   

個その2が2僻地痺の2嚇路とすも   

4．距離捕正  
開脚蹄虻し巧歩酢1即唄5揖繊  

用し叱そうすると，図－2のCASE－1及びCASE－  
2に示す様に 3点秘潮ヨ顛する勒喫生すも  

慢酬司一触こあ魂拾をCASE－1に同一可垣内  

I惑乱噸拾をCASE－2i赤丸  

3個僻す脚tp，i，P，j及びp，kとする  
と，pViとpvj問瑠辞任dij及びpY5とpYk間び甜組jkは  
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